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東北電力株式会社へのトランジション・ローンの実行について 
 

株式会社 SBI新生銀行（本社：東京都中央区、代表取締役社長：川島 克哉、以下「SBI新生銀行」）は、東北

電力株式会社（本社：宮城県仙台市、代表取締役社長：石山一弘、以下「東北電力」）向けに、トランジション・ロー

ン（以下「本ローン」）を実行しました。 

 

本ローンは、脱炭素社会の実現に向けて長期的な戦略に則り、着実な温室効果ガス排出削減の取り組みを行う

企業に対して、その取り組みを支援することを目的としたクライメート・トランジション・ファイナンスであり、東北電力が策

定した「東北電力グリーン／トランジション・ファイナンス・フレームワーク」（以下、「本フレームワーク」）※に整合するもので

す。 

  

 東北電力グループでは、カーボンニュートラル実現に向けた長期的な方向性を示した「東北電力グループ カーボン

ニュートラルチャレンジ 2050」を公表し、電源の脱炭素化を進めるとともに、東北・新潟をはじめとする地域社会の脱炭

素化に取り組んでいます。本ローンにより調達した資金は、送配電事業を担う東北電力グループの東北電力ネットワー

ク株式会社（本社：宮城県仙台市、代表取締役社長 髙野 広充）において、「東北東京間連系線」および「東北

北部における電源募集プロセスの系統整備に関する事業」に活用されます。本件は、東北地域の豊富な再エネ電源

の活用拡大や東北エリアから東京エリアへの運用容量の拡大を通じて、再生可能エネルギーの導入拡大と電力の安

定供給に資するものであり、カーボンニュートラルの実現に貢献する取り組みです。 

 

【案件の概要】 

借入人 東北電力株式会社 

資金使途 ・「東北東京間連系線」 

・「東北北部における電源募集プロセスの系統整備に関する事業」 

プロジェクト概要 ・東北東京間連系線：送電設備の新設・増強等により、東北エリアから東京エリアへの運

用容量を拡大し、再生可能エネルギーの導入拡大および電力の安定供給に貢献。  

・東北北部における電源募集プロセスの系統整備に関する事業：基幹系統の増強を通じ

て再エネ電源接続を拡大し、地域における再エネ開発・導入拡大を後押し。   
 

SBI 新生銀行グループは、2025 年度からの中期経営計画において、中期ビジョン「次世代の金融、共に築き切り拓

く未来」を掲げ、「サステナビリティ経営の深化」をその基本戦略のひとつとして位置付けています。今後もお客さまのサス

テナビリティ課題への積極的な支援を通じて、環境・社会課題の解決に向けて貢献してまいります。 

 

※ 東北電力株式会社 「グリーン/トランジション・ファイナンス・フレームワーク」ならびに「グリーン／トランジション・ファイナン

ス・フレームワークセカンド・パーティ・オピニオン」は、下記 URL をご参照ください。 

東北電力グリーン／トランジション・ファイナンス・フレームワーク  

   グリーン／トランジション・ファイナンス・フレームワークセカンド・パーティ・オピ二オン 

以 上 

 

お問い合わせ先 

    SBI新生銀行 サステナビリティ＆コミュニケーション統括部 

報道機関のみなさま SBIShinsei_PR@sbishinseibank.co.jp 

株主・投資家のみなさま SBIShinsei_IR@sbishinseibank.co.jp 
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